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Preparation of Monoclonal Antibodies Specific to The Epitope Peptide 
                 of Wheat Allergy
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         Junko Hirose and Hiroshi Narita
  Monoclonal Antibodies were raised against SQQQ(Q)PPF peptide conjugated to Keyhole Limpet 
Hemocyanin, which has been identified as epitope peptide of wheat allergy. Three monoclonal antibodies, 
mAbs 3D, 4B, and 6F were obtained by screening with the peptide conjugated to bovine serum albumin. 
However, these mAbs did not react with the free peptide in a competitive enzyme-linked immunosorbent 
assay. On western analysis, about 14 and 17 kDa proteins in the wheat globulin fraction were detected with 
these mAbs. It is reported that wheat proteins of about 14, 16 kDa were reactive with sera of patients aller-
gic to wheat and that a wheat globulin of about 19 kDa has SQQQQQG sequence. It seems likely that the 
mAbs obtained here recognize the 19 kDa protein related to wheat allergy.
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.緒 目
 2002年 の4月 から,食 物 アレルギーの発症数 重
篤度 などを考慮 し,特 定原材料5品 目(卵,乳,小




11月 には厚生労働省か らこれ らを定量す る方法 と
して森永生科学研究所1)お よび 日本ハム2)が 開発 し
たELISA法 が通知法 として認定 された(食 発第
1106001号)。 しかし,現 行の通知法には加水分解を
受けたタンパク質に対す る定量性が低い とい う問題
点がある1)。調味料な どにはタンパ ク質加水分解物
が多 く用い られているし,味 噌など発酵食品も市場
には多 く出回っているためa肌ISAの 反応性 を上 げ
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る ことが重要な課題 となるわ けである。
 卵,牛 乳に よる食物 ア レルギーは,多 くの場合乳
幼児期に発症 し成長 とともに寛解す るが,小 麦 ア レ
ルギーの場合,成 人患者が多 く難治性 である。小麦
を摂取 した場合 に起 こるア レルギー症状 は,ア ト
ピー性皮膚炎などを主徴 とす るいわゆる食餌性 ア レ
ルギーとbacker's asthma(製 粉あるいは製パン業者
に しばしば見 られ る喘息Lお よびセ リアック病(グ
ルテン感受性腸炎)に 分類 され る3)。最近 では,食
物 の摂取 と運動 の組み合わせ で誘導 され る食物依存
性運動誘発性アナ フィラキシーが非常に重篤 な症状
示す ことが知 られてお り,小 麦はその最 も頻度 の
高い食品であると報 告されている藁7>。表1に 小麦
ア レルギーの主な症状 とその原因タンパク質を示 し
たみ11>。複 数の患者血清を用いたIgE-EuSA TrrPt._.より
小麦タンパク質の抗原性 を調べた報告によると,全
体 の6割 以上 がグルテ ンを抗原 として認識 してお
り12),そ の抗原性ペ プチ ド部位(エ ピ トープ)は グ

















































CFreund's complete adjuvant， Difco社差益)とのエマ
ルション (1容:1容)を投与した。 2遅龍後，上述
抗京 100μg と不完全フロイントアジュパント




































































































































/1 (10000Xg. 40C. 15分) 遠心分離





































るために，遊離競合昌子として BSA， 3Q-BSA: 4Q-

























なかったが，患者血清は 12~ 100kDa にわたる小麦

















































3Q-BSAおよび4Q-BSA(1: 1)を昌幸町とし，一次反応として遊離競合因子 BSA，3Q・BSA:4Q-BSA= 1: 
1， 3Q:4Q=1:1とハイブリドーマ培養上清を同時に反応させ，続いてアルカリフォスファターゼ標識
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アルブミン 9 90 96.0 
グロプリン 5 50 24.6 
プロラミン 40 400 500.5 
グノレテリン 46 460 130.2 
合計 100 1000 751.3 
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